
令和3年度　各務原市高齢者虐待対応報告会　アンケート集計結果
　　　令和3年12月6日開催

◇アンケート提出者　　　　43名
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1.介護支援専門員の経験年数は？

1年未満（5人） 1年以上〜3年未満（5人）

3年以上〜5年未満（6人） 5年以上（27人）
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2.虐待が疑われるが、現在、判断に迷い通報

していないケースはありますか？

ない（41人） ある（2人）



　　　　　3「ある」の内容

　　　　　・回答者は無し

　　　　　４…2名が無回答
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3.「ある」と回答のあった内訳

(＊複数回答可)

身体的（0人） 心理的（1人） 性的（0人）

経済的（2人） 介護放棄（0人）
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4.虐待の通報に迷うケースを選択

してください。(＊複数回答可)

介護者、家族との信頼関係（29人）

本人、家族が状況を問題視していない（27人）

虐待と判断する情報が明確でない（27人）

通報する程度の内容ではない（4人）

通報義務があることを知らない（0人）
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5.介護支援専門員として虐待対応にあたり、

不明な点はありますか？

ない（13人） ある（30人）
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6.「ある」と回答のあった内訳

(＊複数回答可)

相談するタイミング（22人） 他機関との連携（10人）

相談後の流れ（7人） 包括の役割や動き（7人）

相談後のケアマネの役割（7人） 市役所の役割や動き（3人）

相談後の情報連絡体制（6人） その他（0人）



　　　　　7…「事例の報告」の具体的事例に「通報に迷うケース」の要望あり（1名）

　　　　　8.その他、ご要望、ご感想など

　　　　　・グループワークが途中で中断してしまい残念でした。

　　　　　・事例は娘さんの疾病の診断あたりが聞き取れず残念でした。

　　　　　・相談窓口がいろいろあって心強く思いました。

　　　　　・経過観察が続いているが分離するまでには至らないケースに対して

　　　　　　ショートステイ等で離す時間を作るように促しているが進展のないケース

　　　　　　どう対応したらいいか行き詰っている。

　　　　　・介護だけでなく、障害、教育、育児etc.幅広い関与の事例は学びが広まります。　

　　　　　・基幹相談支援センターについて、詳しく教えて下さい。

　　　　　・とても勉強になりました。有難うございました。

　　　　　・事例だとわかりやすいです。

　　　　　・人によって聞こえにくかったので貴重なご意見がわからず残念でした。

　　　　　・事例を通じて介入の仕方や各関係機関との関わり方、

　　　　　　相談后の流れを知る機会にもなりました。

　　　　　・②事例の大変なケースを発表頂きありがとうございました。

　　　　　　とても勉強になり自分だったらどうするか考えさせられました。

　　　　　　身体的虐待は経験したことがないので連携等不安です。

　　　　　・ありがとうございました。
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7.今後、虐待研修にどのような内容を

要望されますか？(＊複数回答可)

基礎的な内容（11人） 事例の報告（30人）

事例検討(グループワーク)（19人） 座談会や個別的な相談会（11人）

その他（0人）


